



























































のではなかったが、佐渡では明治元年（1868）佐渡県参謀奥平謙輔により 536 ヶ寺を 80 ヶ寺に減らす廃寺
令が発令された。その後、明治３年（1870）には 55 ヶ寺の復興が認められ 135 ヶ寺に、寺院再興がほぼ完
了した明治 14 年（1881）には 310 ヶ寺となったが、大正４年（1915）では 294 ヶ寺となり、近年では 270
ヶ寺余りと江戸時代の約半数となっており、率から考えれば奥平の廃寺令の影響は大きかった。
第二次世界大戦後の農地開放 昭和 22 年（1947）ＧＨＱ指揮のもと、日本政府によって農地解放（農地
改革）が行われた。これにより寺院運営の主要な収入源の一つである田畑を喪失した。
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